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コ ンクリー ト圧縮試験体の載荷面平面度の影響に関する研究
（その2　三次元解析）
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　同 ○森江昭則
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　本報 で は 、10φx20cm シ リ ン ダー
試験体 の 場合に つ

い て、三 次元 の 弾性解析 を行 い 、載荷面の 平面度の 影

響 につ い て考察する。

　 2 　解析方法

2 − 1　数値計算方法

　コ ン ク リートの試験体を均質等方性で線形弾性 で あ 20

る と仮定し、無限体 の一
点 に集中荷重の 作用する基本

cm

解 を重ね合わせ る境界要素法に よ り、数値計算を行っ

た。使用 した電算機 と境界要素法 の ソ フ トは、前編 そ

の 1 と同 じである。
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　 3　解析結果と考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 3 計算精度

3 − 1　 計算精度　　　　　　　　　　　　　　　　　荷 重合 計 7375kgf 　　　　 荷重 合 計 7413kgf

　載荷面に凹凸の 無 い モ デル で、上面 に O。Olcmの 変位　　　 　非接触面

を ロ
ー

ラ
ー・
支持 で与 えて 計算 した結果を図 3に 示す。

こ の 場合 の 軸方向応力度は 一100が理論値であ り、誤差

は最大 で約 10％ で あ る。

3 − 2　凹 凸面の 接触部分の 軸方向荷重　　　　　　モ デル 132凸面 ロ ー
ラ
ー支持 モ デル 133凸面固定支持

　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 荷重合 計 9110kgf 　　　　　 荷重 台 計 954Gkgf
　図 2の よ うな変位 を与えた場 合の 上 面 の 軸方向荷重 　　　　　　　　　　　　　

・ 計算結・・e．図 ・ ・示側 線 ・ 部分は試験機・ 載 　 　 　
非灘 面

荷板と接触 しない 部分 で あ る 。荷重 の 合計 は、7375〜　　　　　　　　　　　　　　　
9546kgfで、平均の 圧縮応力度は約一95〜−120kgf／c 皿

2　　　　　　　　　　　　　　　
に なる。平均の 圧縮応力度を

一100kgf／c孟にできなか っ

た の は、凹凸面の 接触非接触の 区別と要素分割の制約　モ デ ル 142凹 面 ロ ー
ラ
ー

支持 モ デル 143凹面固定支持

か らで あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 4 上面に 垂直 に 作用 す る 荷重 の 計算結果
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@ モデル143 （ 白面

固 定支持） の応力度 の計算

　　　 　　　　　　　　　

　　’1 大 分 大 学教授 工 博

3 − 3 　応 力度の分 布

応力 度 の計 算結果を図5

`8 に 示 す。凸面では中心

軸付 近．凹面では側 面 の 近

く で、軸方向応力度 が大き

くな っており、 妥 当な結果

ﾅ あ る。凹 面 では載荷 面の

近傍で、非接 触部 分 に大き

な引張 応 力度 が発生し、 凸

面 では載荷面から3c 皿程

入 った内部 に かなりの引

応力 度 が発生 して おり

こ れ は そ の 1 二次元解

の結 果と同様で あ る。

9 は、 凹凸の 載荷面か

3c 皿程内 部の位
置

の応力 度を

して いる e 凹面 の場合

発 生 す る引張応力度はそれほど

き

くない が 、凸面の場 合

は 、 20kgf ／ c 皿2

後 の 引張 応力 度が発生し

おり、平 均の圧縮応力度

一 100kgf ／ cm

  x にな る軸方向の荷

の大きさに対応 さ せる と 、

ｩ なり大 き

と 考 え ら れ る 。 謝辞 　本研
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　　 Y座es ｛ ch 〕 　　 　　　　 　 　 　 図9Z＝ 17 の位 置


